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おたがいさまがつながる社会をめざす

Mirai Fund Ohmi 2015春　Vol.12

にゅーす

●連絡先：滋賀県野洲市三上2224
　　　　　野洲市野洲川河川公園内
　TEL：077-587-4280
　FAX：077-586-1933
　E-mail:hohoemiclub@msd.biglobe.ne.jp
　URL:http://www5f.biglobe.ne.jp/~hohoemi-club/

日本の元気なきずな
プロジェクト基金「淡海のつなぐ、

ひらく、みらい賞」受賞団体

地域で広がる・つな
がる

スポーツの輪・げん
きの和

特定非営利活動法人
YASUほほえみクラブ

　特定非営利活動法人YASUほほえみクラブは、2003年の設立より、地
域の方々が「より健康的に」「仲間と交流でき」「スポーツ・運動に親しむ」
ことができるよう、野洲市を拠点に10年以上にわたって活動しています。
クラブが開催する事業に市内外から参加する世代も様々で、5歳児から80
代の方までそれぞれに目的を持って楽しんでおられます。また、3 ～ 4年
前から障がい者スポーツにも取り組むなど、数多くの運動の機会を皆さん
に提供し続けています。これらの取り組みに対して評価いただき、「未来
ファンドおうみ『淡海のつなぐ、ひらく、みらい賞』」を受賞いたしました。
 写真は様々な事業がある中の子ども向けメニューのひとつ『キッズ・ス
ポーツ』教室です。

写真：キッズ・スポーツ・スクール（ラグビー）
会場：野洲市野洲川河川公園
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▲お子様講座の様子（五感を刺激し、可能性を引き出すお手伝い！！）

コミュニティサロンらんぷ

Activities

●連絡先：コミュニティサロンらんぷ　代表　馬場　環
TEL：090-3350-3804
E-mail：lamp_otsukyo@yahoo.co.jp
URL： http://www.facebook.com/lamp.otsukyo
          http://ameblo.jp/lamp-otsukyo/

●連絡先：おきしま倶楽部
E-mail：info@okishima.org
URL：http://okishima.org/

大津で子どもとママの笑顔を増
やしていく活動をしています！

日本にひとつしかない
湖上の有人の島『沖島』での森林遊歩道整備

　コミュニティサロンらんぷは、2010年9月に地域の子育
てサロンとして活動をスタートしました。通年の事業として
お子様向け講座とママ向け講座を開催しています。親子で参
加できる講座を通じて「共に育つ」子育て支援を行い、様々な
経験を通じてお子様の可能性を引き出す機会を提供していま
す。また、ママ自身が日々を楽しく充実してすごし、目標を
もつことによりイキイキとした笑顔になると家庭が明るくな
り、家族によい影響を与えるのではないかという視点からマ
マ向け講座を企画しています。

 今年度は、2014年度
びわこ市民活動応援基
金の採択を受け、お子様
の育ちのサポートのみ
ならず、母となった女性
の支援をすることがで
きました。

　私たちおきしま倶楽部は、琵琶湖に浮かぶ有人の島『沖島』
を持続可能な島にしたいとの想いで様々な活動を沖島で実施
しています。そのひとつが、「森林遊歩道の整備」です。
　沖島は、離島振興法の適用によりＴＶなどのメディアに多
く取り上げられていることと湖上の有人の島という希有な存
在により観光客も増えています。
　そんな観光客の中には、遊歩道を歩きその景色を楽しみに

しているお客様も多くおられます。
　森林遊歩道を維持および改良する活動を地元のみなさんと
一緒に実施しています。
　私達、おきしま倶楽部と一緒に活動して頂けるメンバーも
募集していますので、よろしくお願いします。

▲それまでのモヤモヤ感の整理が出来た帝王切開講座

　「未来ファンドおうみ」は、市民みなさまからのご寄付を、助成金として市民活
動へつなげ、そして、その市民活動の広がりによって一人ひとりが豊かに暮らせる
地域社会を目指しております。
　このコーナーでは、当基金の助成事業の採択を受けた市民活動団体から活動内
容をご紹介いただきます。

びわこ市民活動応援基金採択団体

びわこ市民活動応援基金助成

おきしま倶楽部 ▲

整備済みの見晴
らし広場。天気
が良いと高島方
面の景観を楽し
めます。

▲湖上に浮かぶ島で人が住んでいる島は非常に珍しく、日本ではもちろん『沖島』だ
けですが、世界的に見てもわずかしかない貴重な島です。また、さらにその中でも
『沖島』は島内に小学校と幼稚園があり、これは世界でも『沖島』だけなのです。
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▲ボーリング大会

▲筋トレを取り入れて「寝たきり予防」に努めています。

▲いつも最高の盛り上がり「シーツ玉入れ」

●連絡先：〒520-0502　滋賀県大津市南小松1594-357
　TEL：077-535-0313　FAX：077-575-2767
　E-mail：libertyolive7@gmail.com

●連絡先：滋賀県大津市朝日1-11-6
　TEL：077-594-5209
　E-mail：koseiikiiki@gmail.com

依存対象からの解放と回復
～社会への旅立ちの支援～

「ボケない頭」「錆びない体」
「使える口」を目指して！

　私たち特定非営利活動法人リバティー・ウィメンズハウス・お
りーぶでは、「女性が変われば社会が変わる」というビジョンを掲
げ、女性がその人らしい生き方ができるように願い活動をしてい
ます。活動内容としては、現在、各種の依存症及びＤＶ被害者等
の問題を抱える12名の女性たちが共に暮らしながら、カウンセ
リングやそれぞれの回復プログラムを通して、女性が共に学び合
い、助け合うことで自分らしく社会に出て行けるように支援して
います。これまでに２名の女性が社会復帰を果たしています。
　また、ニュースレターや小冊子を通して、援助者や専門家だけ
でなく、当事者からもメッセージを発信することで、「過ぎたこと
は変えられなくても、未来は必
ず自分から変えていける。その
ことに希望を見出す女性たちが
増える」という願いを持って活動
しています。

　私たち湖西いきいきネットワークは、「一生ボケない頭、一生錆びな
い体、一生使える口を維持して健康に年齢を重ねよう！」をモットーに、
月３回、大津市真野の会場で活動しています。寝たきり予防の筋トレ、
脳のリハビリ訓練になる認知症予防ゲームのスリーＡ、体を動かしな
がら脳を刺激し、認知症を予防するコグニサイズやシナプソロジー、誤
嚥性肺炎予防の舌の筋トレ、唾液腺マッサージや早口言葉などを取り
入れ、楽しく老化予防できるようにプログラムを工夫しています。
　50代～80代の参加者はいつもみなさん和気あいあいで、笑い声が
絶えません。毎回のように参加されている方のほぼ全員の体力測定の
数値が改善するという結果になり、参加者と私たち双方の大きな励み

になっています。
　これからも活動を広げ、質を
高めて、高齢化する地域住民の
心身の健康維持に貢献できれば
と思っています。

▲クリスマス会

笑顔あふれるコープしが基金助成

おうみNPO活動基金助成

特定非営利活動法人リバティー・ウィメンズハウス・おりーぶ

湖西いきいきネットワーク

未来ファンドおうみ 助成事業 2014 採択団体紹介
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寄付を
文化に

■〒520-0801
　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階
■TEL 077-524-8440
■FAX 077-524-8442
■http://www.ohmi-net.com
■E-mail:office@ohmi-net.com
■開館時間／ 9:00 〜 17:00
■休館日／月曜日・祝日

ファンド特別ニュース

公益財団法人 淡海文化振興財団
淡海ネットワークセンターは、県内の市民活動、NPO をサポー
ト・ネットワークしています。

Donations to 
culture

未来ファンドおうみ助成事業 2015
公開プレゼンテーションのお知らせ

日　時：2015年3月7日（土）9：00 ～ 16：00（予定）

場　所：県民交流センター（ピアザ淡海）207会議室

　未来ファンドおうみ助成事業の選定は、未来ファ
ンドおうみ運営委員の審査（書類による一次審査、
公開プレゼンテーションによる二次審査）により行
われます。
当助成事業2015の公開プレゼンテーションは、
2015年3月7日（土）に一般公開で行われます。
　当日の日程、各基金による発表団体等や詳細に
つきましては、淡海ネットワークセンターのホー
ムページをご覧ください。ご参加をお待ちしてい
ます。

　現在、未来ファンドおうみには、市民活動団体への助成
につなげる8つの基金が開設されています。2002年に
創設された「おうみNPO活動基金」助成事業から数える
と、これまで150件余りの助成事業が行われています。
　今後さらに、未来ファンドおうみのより幅の広い助成
事業や充実した支援につなげるために、みなさまのご寄付
をぜひともお願いします。

未来ファンドおうみ
「びわ湖の日基金」に
ご寄付いただきました。

　2015年1月21日に循環
型社会創造研究所えこら（事
務所は栗東市）の代表である
藤田アニコーさんから未来
ファンドおうみ「びわ湖の日
基金」へ60,000円のご寄付
を頂きました。「びわ湖の日
基金」へのご寄付は、昨年に
続き2回目です。
　『えこら』は市民、団体や企業とコラボレーションしながら
エコの時代に持続可能な社会を創造していく非営利活動団
体です。
　主な活動として資源物（空き缶、ペットボトル、古紙、廃て
んぷら油など）を集めています。
　市民皆さまから出された資源物が協力リサイクル会社で
リサイクルされる上、売却の収益の一部を琵琶湖の総合保全
に利用されている「マザーレイク滋賀応援寄附」および「びわ
湖の日基金」に寄付されています。

　今回のご寄付は、「びわ湖の日基金」に組み入れ、琵琶湖と
琵琶湖につながる河川や森林などの保全に関わる市民団体
などによる実践活動や調査活動などの支援を行っていくた
めの元本としていきます。

＜「循環型社会創造研究所えこら」の資源寄付プログラム＞




